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W e o p e n e d 6 c o m p u t e r as si s t e d E n glis h cl a s s e s i n 1 9 97 . W e h a v e t h r e e r e a s o n s f o r o r g a n izi n g s u ch

cl a s s e s . Fi r s tl y , W e w a n t t o i n c r e a s e t h e v a ri e t y of E n glis h cl a s s e s . S e c o n dly , m o st o f t h e cl a s s ti m e

s h o u ld tx! all o tt ed f o r th e s t u d e n t s
'

t a s k of p r a cti cin g t h e s kills of l a n g u a g e le a r ni n g . Fi n ally , t h e u s e of

50 p e r s o n al c o m p u t e rs i n a cl as s w ill e n abl e e a c h s t u d e n t t o s t u d y E n gli sh at h i s o w n p a c e .

T o m a k e ad e q u a t e p r e p a r ati o n s f o r t h e cl a s s e s , t w o of u s w e n t t o C hi b a U n i v e r si t y t o i n s p e c t t h e

c o m p u t e r as si s t e d E n g li s h c l a s s e s i n D e c e m b e r o f 1 9 96 . T h e r e s u lt s o f th e i r r e s e a r c h i n E n gli s h

t e a c h i n g h a v e r e v e al e d t h a t th e d e v e l o p m e n t of o n e
'

s li s t e n i n g a bilit y h a s a c o n si d e r abl e eff e ct i n

i m p r o v i n g hi s o t h e r a bili ti e s i n E n gli s h . T h e y h a v e e v ol v e d
"

t h e th r e e r o u n d m e t h o d
' '

f o r t h e

d e v el o p m e n t of list e n i n g s kill s , a n d d e v el o p e d th e c o u r s e w a r e a c c o r di n gl y . F oll o w i n g t h e r e s u lt s of

th e i r r e s e a r c h , w e d e c id e d t h a t p ri o ri t y sh o u ld tx : gi v e n t o t h e li st e n i n g a c ti v iti e s .

N e a r t h e e n d of th e s e c o n d s e m e st e r , w e u s e d a q u e s ti o n n a i r e t o s u r v e y th e s t u d e n t s
'

attit u d e s t o

th e cl a s s e s . S o m e i n t e r e s ti n g i n f o r m ati o n w a s o bt ai n e d t h r o u g h th e q u e s ti o n n ai r e . T h e e x p e ri e n c e of

c o m p u t e r a s si s t e d E n gli s h t e a c h i n g h a s al s o t a u g h t u s a l o t o f t hi n g s . F o r e x a m pl e , s u c h a m e t h o d

alt e r s t h e t r a di ti o n al r ol e of th e t e a c h e r g r e a tl y . B e c a u s e i t i s p o s si bl e f o r e a c h st u d e n t t o a tt e n d t o a

dif fe r e n t t a s k i n a c l a s s , i t i s n e c e s s a r y t o p r e p a r e w ell-d e si g n e d c l a s sI W O r k f o r t h e st u d e n t s w i t h

v a ri o u s i n t e r e s t s a n d a bili ti e s .

K e y w o rd s: c o m p u t e r a s si s t e d , s t u d e n t s
'

t a s k
,
li s t e n in g s kills , cl a s s - w o r k , q u e s tio n n a i r e

I . はじめに

コ ン ピ ュ
ー タを利用 した英語授業は ､ 英語教育授業

改善の 中で 議論されて きた授業形態 ･ 授業内容の 多様

化と学生の 自主的
･

積極的学習の
一

つ の 方法と し て位

置づけられる｡ 英語担当者の 間で は ､ 授業におい て教

員が多くの 時間を使 っ て知識の 伝達をするの で はなく

学生自身が考えて学習する時間を大幅に増やすとい う

目的を実現する手段 と して ､ コ ン ピ ュ
ー

タ を利用 して

み ようとい う話が平成 7 年度EB か ら出てきた ｡ 同時に ､

コ ソ ピ ュ
ー タ を利用する ことにより ､ ク ラ ス

ー 斉に 同

じ進度で 行われる授業か ら学生個 々 の 進度に合わせた

授業 - と転換で きる可能性も検討されて いた ｡

マ ル チ ･ メ デ ィ ア教室が教養校舎に設置され､ 語学

授業に コ ン ピ ュ
ー

タ が利用で きる ようにな っ た の は平

成 8 年度からで あ っ た が ､ 設置が正式に決ま っ た の は

前年度末に近か っ た ため ､ 平成 8 年度 の 授業計画 がほ

ぼ固ま っ て い た状況で あ っ た ｡ それ で も､ コ ン ピ ュ
ー

タ を将来の 語学授業に利用 して い きた い と考え て い た

と こ ろ で あ っ た の で ､ 英語担当者の 中で コ ン ピ ュ
ー

タ

に慣れて い る秋孝道が急速シ ラ バ ス を書き直 し､ 実際

に マ ル チ ･ メ デ ィ ア教室で 1 コ マ 授業を行 っ て み て授

業形態や操作上の 具体的な問題点を洗い だ し､ 平成 9

年度からもう少し本格的に取り組もうということにな っ

た ｡ ま た ､ 平成 8 年1 1 月2 6 日 に は ､ コ ン ピ ュ
ー

タ 利用

の語学教育で先ん じ て い る千葉大学に大石強と秋孝道

が視察にい っ て 参考と した ｡

こ の ように して 平成 9 年度から人文学部､ 理学部､

工学部 でそれぞ れ 2 ク ラ ス ず つ コ ン ピ ュ ー タ を用 い た

英語授業が開設されるこ とにな っ た ｡ こ の ク ラ ス はそ
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れぞ れ6 0 時間2 単位 の もの で ､ 週 2 回行い半年で完結

するセ メ ス タ
ー

制 で行われた ｡ 各学部とも第 1 期と第

2 期に週 2 回 の ク ラ ス が 1 つ ず つ 設定された ｡ 担 当者

は大石 ､ 秋､ 福 田
一

雄 の 3 名 で ､ マ ル チ ･ メ デ ィ ア教

室の授業とい う ことで駒形千夏の 援助を受ける ことに

な っ た ｡ そ の間､ 上記 4 名 で何回か の授業打ち合せ会

を開き平成 9 年度の授業を実施した ｡ 以下､ 時間 の 流

れに従 っ て ､ 打ち合せ会で検討 した ことをまとめて お

くことにす る｡

【平成 8 年度授業の 準備 : 教材選択】

平成 7 年度の 教養英語教育活性化プ ロ ジ ェ ク ト で 大

学教育開発研究セ ン タ ー

より予算を頂き ､ コ ン ピ ュ ー

タ利用による英語教育の ため の 教材をウ イ ン ドウズ版､

マ ッ ク版 の両方に つ い て収集し検討して い たとこ ろ ､

次の 理由により マ ッ ク版 『Q u i ck E n g lis h ( 2 . 0) 日常

会話 1 』(I N S 株式会社) を使う ことに した｡

① マ ル チ ･ メ デ ィ ア教室に マ ッ キ ン ト ッ シ ュ の コ ン

ピ ュ
ー タ が導入された こ と｡

② - - ドデ ィ ス ク上 に余計なもの が残らない ように

使用すると い う教室条件に合う こ と｡

(参初心者にと っ て簡単に操作で きる こと｡

④大学1 年生の レ ベ ル ･

内容に合 っ て い る こと｡

⑤各学生が個 々 の ペ ー ス で 使用で きる こと｡

④に つ い て は ､ 日常会話の 色 々 な場面に必要な英語表

現が 自然な会話速度と内容で 含まれて おり､ 文法
･

語

棄 ･ 文化に つ い て の解説がか なり詳細に含まれて い る ｡

特 に ､ 練習問題や ビ デオを用い た 聞き取りテ ス トが ラ

ソ ダ ム に出 て来る ようにな っ て い る点が評価された ｡

また ､ 発音練習 ､ 会話練習 ､ ゲ ー ム 形式 の問題も内蔵

されて い た｡ ⑤に つ い て は ､ C D - R O M を受講生の 人

数分用意して ､ 各学生の コ ン ピ ュ ー タ で それぞれ学習

して もらおうと考えた ｡ 『日常会話 1 』 は人文 ブ ロ ッ

ク の英語授業経費で 揃えられ､ 平成 9 年度に使う こと

になる 『日常会話 2 』 はセ ソ タ -

の 経費で揃えられた ｡

【平成 9 年度第 1 期授業の 準備】

平成 8 年度末に平成 8 年度の 授業の様子を参考に し

なが ら平成 9 年度第 1 期 の授業計画に つ い て検討 し､

下記 の こ とを決めた ｡ 同時に ､ 秋以外は必ず しも コ ソ

ピ ュ
ー タ 操作に慣れて い るわけで はない の で ､ マ ル チ ･

メ デ ィ ア 教室で実際に予行演習を行 っ た ｡ なお､ 教材

は 『Q ui c k E n gli s h 日常会話 1 』 を継続 して使うこ と

に した ｡

(丑ソ フ トを預けるだけで学生の 自主的 ･ 積極的学習

を期待するの には限界があるの で ､ 個 々 の学生の

ペ ー

ス を尊重 しなが らも 一

定 の共通課題を与え て

学習成果を毎回確認する必要がある ｡

(勤共通課題は聞き取りと英作文の課題と し､ 教員の

方で 毎回準備す る｡

(参平成 8 年度の経験から ､ 課題作成と添削には相当

な時間を要する ことが判明して い るが ､ 今後の資

料蓄積の ため に平成 9 年度は各教員がそれぞ れ新

た に色々 な課題作成を して み る｡

④学生が コ ン ピ ュ ー タ の 操作を確実に覚えられるよ

うに第1 回の 授業9 0 分をそ の ため の時間にあて る｡

また ､ 2 -

3 週経過するまで 毎回 ､ 基本操作の説

明を繰り返す必要があ る｡

【平成 9 年度第2 期授業の 準備】

平成 9 年度の秋休み 中に第 1 期 の 授業の反省と第 2

期 の授業に つ い て の検討を行い ､ 下記 の ように決めた ｡

なお ､ 教材と して 『Q u i ck E n g lis h 日常会話 2 』 を使

うこ とが前年度の授業計画時におい て 決められて い る ｡

(彰1) ス ニ ソ グ能力と英作文能力の 両方を同じように

重点的に訓練するの は中途半端になりが ちである

との 反省か ら､ 第2 期 の 授業で はリ ス ニ ソ グ能力

の訓練に重点を置く授業を試み る ことにな っ た ｡

②ただし, 課題作成は今後の 資料蓄積の た め聞き取

りと英作文の両方に つ い て引続き行う｡

③教育効果を目に見える形 で測定して みようとい う

こと で ､ 学期初め と学期末とに T O E F L の 聞き取

り テ ス ト の部分を用い て ､ 各学部の 受講生に共通

の リ ス ニ ソ グ ･

テ ス トを実施 して 結果を比較する

ことにな っ た｡

④次年度の 授業の参考に受講生の意見を聞くア ン ケ ー

ト調査をする こ とを決めた ｡

⑤学生に リ ス ニ ソ グ能力の 必要性と達成感を感 じて

もらうた めに学期の後半に90 分内で 鑑賞で きる映

画をビデ オ で観 る機会をも つ こ とも決ま っ た ｡
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【平成 9 年度授業反省と研究年報執筆打ち合せ】

平成 9 年度第2 期末に ､ 第 2 期 の授業と 9 年度授業

全体の反省会と本稿執筆の 打ち合せ を行 っ た｡ こ れに

基づ き､ こ の原稿が完成 した次第で ある｡ 最初 の 意見

交換の 後､ 本稿 の 第 1 次原稿 の執筆は ､ 第 1 節 ､ 第 2

節を大石が ､ 第3 節を秋が ､ 第4 節､ 第5 節を福 田が

担当した ｡ 執筆された第 1 次原稿に つ い てさらに 4 名

で意見交換を した後､ 大 石が全体を取 りまとめる と い

う形で 完成 した ｡

2 . 千葉大学視察

平成 8 年1 1 月2 6 日 に千葉大学外国語 セ ン タ ー で コ ン

ピ ュ
ー

タ 利用による英語教育を視察させて い ただい た ｡

配慮 して い ただ い た セ ン タ
ー

長 の金子亨先生 ､ 具体的

に説明 ･ 案内をして くださ り､ 教育 ･ 研究 の成果を資

料と して くださ っ た椎名紀久子､ 土肥充､ 高橋秀夫の

諸先生に対 して ､ お名前をこ こ に記 し て感謝の 意を表

する｡ ま た ､ 後 日 ､ 千葉大学外国語セ ン タ
ー

の コ ー ス

ウ ェ ア の 開発の 中心とな っ て い る竹蓋幸生先生 より､

参考にとご著書 『英語教育の 科学』( 株式会社ア ル ク)

を送付 して いた だ い た ｡ 同 じく こ こ に記 して感謝 の意

を表する ｡

千葉大学外国語 セ ソ タ - で は ､ 大学 の英語教育の 目

標は次の 2 種類の コ ミ ュ ニ ケ -

シ ョ ソ 能力 の養成 で あ

ると考え て い る｡

英語論文を読ん で 理解 し､ 英語 で レ ポ ー ト､ 論

文を書けるようにす ることを含む｡

外国語セ ン タ ー は､ 上記 の ように英語教育の 目標を

広範囲に達成 した い と しなが らも､ ヒ ア リ ン グ指導が

効果的に行われたとき ､ ス ピ ー キ ン グ､ リ ー デ ィ ソ グ

などほか の技能にもそ の 力が転移す るとい う研究成果

を踏まえ て ､ ヒ ア リ ソ グの重点指導を優先 して い る｡

ヒ ア リ ソ グ重視で ､ コ ン ピ ュ ー タ で用 い る コ
ー ス ウ ェ

ア の 開発にも取り組ん で い た ｡ 上記 の 2 種類 の コ ミ ュ

ニ ケ - シ ョ ソ 能力に対応 した基礎 コ ー ス と専門 コ
ー ス

の 教材を 一 定 の 年数をかけ て開発 して い る｡ 基礎 コ
ー

ス は平成 6 年から平成 9 年まで の計画 で ､ 専門 コ ー ス

は平成 9 年か ら12 年ま で の計画 で 開発する予定で ある

と の こ と で あ っ た ｡ こ の コ ー ス ウ ェ ア は ､ ヒ ア 1) ソ グ

の科学的指導法がな い と言われ て きて い る中､ 千葉大

学が1 98 0 年代初頭から自然科学研究科を中心に実験研

究を行 っ て た どり着い た 3 ラ ウ ソ ドの 指導理論という

もの に基づ い て 開発されて い る｡ こ の 理論を概説する

と次の ようになる ｡

学習者は､ 1 つ の 聞き取 る べ き パ ッ セ
ー ジに対 して

3 回 ( 3 段階) の 設問 へ の解答作業を行う｡ 各 ラ ウ ン

ドの設問内容の 特質は次の 通り で ある｡

(1) 基礎レ ベ ル の コ ミ ュ ニ ケ
-

シ ョ ソ 能力養成

これは ､ 会話をは じめと して手紙や フ ァ ク シ

ミ リ､ コ ン ピ ュ
ー タ ･ ネ ッ ト ワ

ー ク などの 文字

による コ ミ ュ ニ ケ -

シ ョ ソ と ニ ュ ー ス ､ ドラ マ

や 日常的な話題の講演の聞き取 りに い たるまで

の 日常生活の あらゆる場面で 必要とされる基礎

的な事柄を英語に より コ ミ ュ
ニ ケ -

シ ョ ソ が で

きるようにするとい うことで ある｡

(2) 専門 レ ベ ル の コ ミ ュ
ニ ケ -

シ ョ ソ 能力養成

これは ､ 専門分野の学術情報を英語で 理解 し､

英語 で表現で きる能力を養成す ると いう こ と で

ある｡ 具体的には ､ 学会発表を英語で ある程度

理解 し､ 自分 でも発表 できるようにするほか ､
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第1 ラ ウ ン ド

1 ) 大まかな概要

2 ) 繰り返 し言われて い る事柄

3 ) 簡単な事実

4 ) パ ッ セ ー ジ などの 冒頭 ､ 末尾 で言われて い る

事柄

第 2 ラ ウ ソ ド

1 ) 5 W I H などの詳細な客観的事実

2 ) 具体的な事実 ､ 事象

第 3 ラ ウ ン ド

1 ) パ ッ セ ー ジ の 中で 言われて い る ことをい く つ

か組み合わせ て推論 しない と答が 出せない 内容

2 ) 明言されて い な い 話者の 意図､ 態度 ､ 感情な

ど

また ､ 比較的難易度の高い 自然なパ ッ セ ー ジ で あ っ



て も､ 学習者が成就感をも っ て学習を継続できる よう

に ､ 支援情報群が含まれて い る｡ こ の 支援情報群に は

次の もの が含まれる｡

事前情報 : 聞き取りの 準備と して 与え る情報

ヒ ン ト情報 : 聞き取り の 焦点

考え方の道筋

ス キ ー

マ 関連の情報

参考情報 : 語嚢､ 熟語､ 慣用表現関連の辞書的情報

補助悟報 : コ ミ ュ ニ ケ
- シ ョ ソ の 技術

異文化関連の 情報

重要事項の まとめ

確認の ため の 情報 ､ 解説

発展情報 : 当該教材と類似の場面 で の コ ミ ュ ニ ケ -

シ ョ ソ 活動に必要と思われる語嚢､ 表現

等の応用的情報

こ の ような支援情報群に助けられながら､ 学習者は

3 回 同 じ パ ッ セ ー ジを聞き取る こ とになるが ､ こ れは

1 つ の パ ッ セ
ー ジ に つ い て ､ 第 1 ラ ウ ン ドから第3 ラ

ウ ソ ドま で継続的に行う の で はなく断続的に行う ｡ つ

ま り､ い く つ か の パ ッ セ
ー ジ か らな る教材 セ ッ ト に つ

い て ､ まず大まか な理解をする第1 ラ ウ ン ドの学習を

それぞれに つ い て行い ､ 次 に正確 ･ 詳細な理解をす る

第2 ラ ウ ン ドの学習をそれぞ れ行うとい う形で ､ 同 じ

セ ッ トを学習内容を変えて段階的に 3 回学習すると い

う こ とにな る｡

また ､ コ ー ス ウ ェ ア は学生が扱い 易い ように ､ 始 め

る時は起動 して フ ロ ッ ピ
ー デ ィ ス クを差 し込む だけ で

よく ､ 終了するだけで フ ロ ッ ピ
ー デ ィ ス ク に個 々 の 学

生の学習記録が自動記録される ようにな っ て い る ｡

以 上 の ように コ
ー ス ウ ェ ア を開発して ､ 千葉大学で

採用 した学習形態は次の通りで ある｡ まず ､ 設備 と し

て パ ソ コ ソ 50 台を備えた教室が月曜 1 限か ら金曜 5 限

まで の2 5 コ マ 分す べ て英語教育に使用可能な状態 にあ

る｡ こ の 使用可能な時間帯のす ベ て を 一 斉授業に あて

ずに ､ 補習用の 時間帯をあ る程度確保するとい う方針

をと っ て い る｡ 基本的には ､ 15 コ マ を
一

斉授業にあ て ､

残 り10 コ マ を補習用に確保するとい う配分比率を考え

て い る｡
一

斉 授業 の実績は平成 6 年度 1 ク ラ ス ､ 平成

7 年度 4 ク ラ ス ､ 平成 8 年度13 ク ラ ス (6 5 0 名分) 開

講 して い ると の こと で あ っ た ｡ 授業 で使われて い ない

時間帯や夏休み期間中は開放 して ､ 開発した コ
ー ス ウ ェ

ア を用 い なが ら､ 聴講者の補習だ け でなく ､ 聴講 して

い ない 学生の 自主学習や事務官の研修に活用されて い

るとい う｡

千葉大学を視察して感じた ことは ､ 英語教育の専門

家と コ ン ピ ュ
ー タ ･ 情報処理の専門家が連携して ､ 大

学 の 英語教育を目に見える形で よく して い こうという

姿勢があるとい うことだ｡ そ こ には ､ 自らの 専門を研

究 しながら､ 実際にそれを応用 し､ さらに研究を深め ､

ま た実効をあげると い う応用科学の 理想的な姿が見え

る ｡ 我 々 は ､ 千葉大学 で学んだ ことを少しで も生かす

形で新潟大学の英語教育に取り入れたい と考えた ｡ 様々

な授業の組み 立 て方や ヒ ン ト の与え方など参考にす べ

きとこ ろは多い が ､ 特 に ､ ヒ ア リ ン グ能力を つ ける こ

とが他の ス ピ
ー キ ン グ､ リ

ー

デ ィ ソ グの技能にもそ の

力が転移する とい う研究成果に基本的に従 っ て授業を

工夫 して み ようと考えた ｡

3 . 新潟大学の コ ン ピュ
ー

タ利用授業の形態

こ の新 しい 授業の 取り組み におい て は ､ 英語 の基礎

的な運用能力を向上させ る ことを大きな目標と し､ そ

れを実現させ るた めに ､ 主 に リ ス ニ ソ グの 力 の レ ベ ル

ア ッ プを図る こ とに力点を置き､ 同時に ､ 英作文の 力

を高め る こ とも大きな目標と した ｡ こ れらを達成する

ため に ､ 教材と して 用 いた 『Q u i c k E n gli sh 日 常会話

1 』 ､ 『Q u i ck E n gli s h 日 常会話 2 』 の 中で も､ 特 に ､

日常会話の 映像 ･ 音声部分とそ の ス クリ プ ト の 英文､

そ して関連する練習問題を使用 し､ さらに ､ 様々 なプ

リ ソ トを作成して 授業を行 っ た ｡ 10 単元 の 内容に つ い

て ､ 各単元を 3 時間 ( 3 コ マ) で 終了させ ､ それぞ れ

の サイ ク ル を各教官が次の ような形 で進めた ｡ ( 具体

例は第 2 期 の例 である｡)

3 . 1 . 人文学部 1 年対象ク ラ ス

1 時間目 新 しい 単元の 聞き取り練習

まず､ ク ラ ス 全体で ､ プ リ ソ トを用い て ､ 映像
･

音

声から会話の概要を把握する練習を行 っ た ｡ こ の 際､
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プリ ン ト上 で ､ また教官から 口頭で ､ ポイ ソ ト となる

場面 ､ 語嚢などの ヒ ン トを提示 した ｡ 次 に ､ 各自 の能

力に対応できる ように ､ 学生個々 に プリ ソ トを用い た

デ ィ ク テ - シ ョ ソ の練習を行わせ た ｡ 会話中に特殊な

音変化が生 じて い る場合には ､ 詳 しい 説明を行 っ た ｡

最後に ､ プ リ ン トを用い て ､ 教材付属の 聞き取り問題

｢ 理解度チ ェ ッ ク+ を行 っ た ｡ い ずれ の プリ ン トも回

収 し､ 時間的な余裕があれば ､ 簡単な解説を つ け加え

た ｡

2 時間目 単元の 内容理解と英作文の練習

前時間に回収 した プリ ソ トを学生に返却 し､ 必要が

あれば解説を行 っ た ｡ 次 に､ ス ク リプ トの プリ ソ トを

配布 し､ 会話部分の英語の音声
･

文法
･

語桑 ･

文化 の

情報の確認を学生個 々 に行わせた ｡ こ の 際､ ポイ ソ ト

とな る箇所を学生に提示 して 必ず確認する ように指示

し､ 学生からの 質問には ､ 個別的
･ 全体的に対応 した ｡

こ の 作業は ､ 教材付属の 資料を中心 に行わせ ､ さらに

各自の辞書を用い る こ とを奨励 した ｡ そ の あとで ､ 必

要な場合には ､ 全体的に解説を行 っ た ｡ こ の 作業を終

えた上 で ､ 会話部分の 英語の 文法 ･ 語桑 ･ 文化 の 問題

と､ 英作文 の問題を課 し､ そ の プリ ン トを 回収 した ｡

さらに ､ プ リ ン トを用 い て ､ そ の間題の 解答例を紹介

し､ 詳 しい 解説 を行 っ た ｡

3 時間目 関連教材で の 聞き取り練習

前時間に回収 した プリ ソ トを学生に返却 し､ 必要が

あれば解説を行 っ た ｡ 関連教材 『Q ui c k E n gli s h 日常

会話 1 』 を用い て ､ 全く別の会話場面で の 聞き取りの

練習を行 っ た ｡ 1 時間目と同 じ形の授業形態を取 っ た

が ､ 学生 の希望に配慮 し､ ス ク リプ ト の プリ ソ トを配

布 して ､ 会話部分の英語の 音声 ･ 文法 ･ 語嚢 ･ 文化 の

情報の 確認を簡単に行わせた ｡

授業 で 用 いた プリ ン ト の 例

< 基本 ス ト
ー

リ
ー >

Cl e rk

R o b

Cl e r k

R o b

Cl e r k

G o o d aft e rn o o n . M a y I h elp y o u ?

Ⅰ( ) t o c h e c k i n . ( ) ( )

語末音脱落 融合同化

h a v e a r e s e r v ati o n f o r R o b A n d e r s o n

f o r th i s e v e n i n g ?

( ) ( ) ( ) s p ell y o u r

語 頭H 音消失 融合同化

n a m e
,
M r . A n d e r s o n ?

A - N - D - E - R - S - (⊃- N

T h a n k y o u . Y e s
, ( ) ( )

融合同化

r e s e r v ati o n , M r . A n d e r s o n .

< 分岐 ス ト
ー

リ
ー

1 > [ 省略]

< 分岐 ス ト
ー リ ー

2 >

Cl e r k G o o d aft e r n o o n . M a y I h e l p y o u ?

R o b H ell o
,
Ⅰ
'

m R o b A n d e r s o n . Ⅰ( )

語内音消失

C l e r k

R o b

Cl e r k

D i c t ati o n の 練習を しますの で ､ 注意事項を見て 空欄

部分の 単語を書き取りなさい ｡ ナ チ ュ ラ ル
･ ス ピ ー ド

の音声を聞く こと ｡ な る べ く文字を見ない で練習 しな

さい ｡
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y o u h a v e a r e s e r v a ti o n f o r m e .

Ⅰ
'

m s o r r y , M r . A n d e r s o n . Ⅰ( )

語末音脱落

s e e m t o ( ) ( )

リ エ ゾ ン

r e s e r v ati o n ( ) ( ) n a m e .

融合同化

( ) ( ) a c o n fi n e d

語末音脱落 逆行同化

r e s e r v ati o n ?

y e s
,
it w a s . H e r e

'

s t h e c o nfir m ati o n

n u m b e r .

A h y e s , h e r e ( ) i s .

逆 行同化

u nf o rt u n at el y , w e
'

r e

e v e n i n g . H o w e v e r
,
(

f ull f o r t h i s

) ( )

リ エ ゾ ン

h o t el a ( ) dis t a n c e fr o m h e r e



語末音脱落

th at
'

s ( ) ( ) a c c o m m od at e

リ エ ゾ ソ

o u r o v e r fl o w . T h e y w ill ( ) (

融合同化

( ) ( ) r o o m ( ) th e

リ エ ゾ ン 語末音脱落

s a m e r a t e . ( ) ( ) o u r

リ エ ゾ ン

Cl e r k T h a n k y o u . Y e s
,
h e r e

'

s y o u r r e s e r v a
-

ti o n
,
M r . A n d e rs o n .

) < 分岐 ス ト
ー リ ー

1 > [ 省略]

< 分岐 ス ト
ー リ ー 2 >

Cl e r k G o o d aft e r n o o n . M a y l h el p y o u ?

R o b H ell o
,
Ⅰ
'

m R o b A n d e r s o n . I b li e v e

Cl e rk

s t aff w ill ( ) ( ) w ith y o u r

l u g g a g e a n d ( ) ( ) o v e r t h e r e .

I a p o l o gi z e f o r t h e i n c o n v e n i e n c e , M r .

A n d e r s o n .

B ell m a n ! K e v i n
, ( ) ( )

融合同化

pl e as e t a k e M r . A n d e r s o n t o t h e

R e g e n c y H o t el . W e
'

r e f ull h e r e
,

( ) ( ) h a v e a r o o m f o r

末音脱落 鼻音同化

( ) ( ) .

語頭 H 音消失 鼻音同化

B ell m a n S u r e . H e r e
,
M r . A n d e r s o n

,

( ) ( ) c a rr y ( ) b a g

逆行同化 語末音脱落

f o r y o u .

九1 S t f oll o w m e . T h e v a n
'

s ( )

逆行同化

o u t sid e .

C h e ck i n g l n

< 基本 ス ト
ー リ ー >

C le rk G o o d aft e r n o o n . M a y l h e lp y o u ?

R o b l n e e d t o c h e c k i n . D o y o u h a v e a

r e s e r v ati o n f o r R o b A n d e r s o n f o r th i s

C le r k

R o b

e v e n i n g ?

H o w d o y o u s p e ll y o u r n a m e , M r .

A n d e r s o n ?

A - N - D - E - R - S - 0 - N

Cl e r k

R o b

Cle rk

Cl e r k

y o u h a v e a r e s e r v ati o n f o r m e .

Ⅰ
'

m s o r r y , M r . A n d e r s o n . I d o n
'

t

s e e m t o h a v e a r e s e r v a ti o n i n y o u r

n a m e . W a s th at a c o n fir m e d r e s e r v a -

ti o n ?

y es
,
it w a s . H e r e

'

s th e c o n fir m ati o n

n u m b e r .

A h y e s , h e r e it i s . U n f o r t u n at ely ,

w e
'

r e f u ll f o r t hi s e v e n in g . H o w e v e r
,

th e r e
'

s a n o th e r h o t el a s h o r t di s t a n c e

f r o m h e r e t h a t
'

s h elp i n g u s a c c o m m o -

d at e o u r o v e r fl o w . T h e y w ill p r o v id e

y o u w i t h a r o o m at t h e s a m e r at e . O n e

of o u r st a ff w i11 h el p y o u w it h y o u r

l u g g a g e a n d d ri v e y o u o v e r t h e r e . I

a p ol o g i z e f o r t h e in c o n v e n i e n c e , M r .

A n d e r s o n .

B ell m a n ! K e v i n , w o u ld y o u pl e a s e t a k e

M r . A n d e r s o n t o th e R e g e n c y H ot el .

w e
'

r e f u ll h e r e
,
a n d t h e y h a v e a r o o m

f o r hi m t h e r e .

B ell m a n S u r e . H e r e
,
M r . A n d e r s o n

,
l e t m e

c a r r y t h a t b a g f o r y o u . J u s t f oll o w m e .

T h e v a n
'

s ri g h t o u t s id e .

3 . 2 . 理 学部 1 年対象ク ラ ス

1 時間目 新単元の 基本 ス ト
ー リ ー

の 聞き取り練習

プリ ソ トを配布 し､ ス ト
ー リ ー

の 概要に関す る設問

に答えさせ ､ 続 け て ､ 音声を聞きながらプリ ソ ト の テ

ク ス ト内に作られた空欄に適語を補充させた ｡ こ の リ

ス ニ ソ グ訓練は ､ 2 - 3 回 は空欄の 直後で音声を停止
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して 聞かせ ､ 残 る 2 回 は休止なしで 聞かせ た ｡ 学生を

指名 して解答を答えさせ ､ な る べ く多くの学生に あた

るように した ｡ リ ス ニ ソ グ練習の直後に ､ そ の ス ト ー

リ
ー

内の 重要表現に つ い て ごく簡単な解説を行 っ た ｡

残 り の 時間は ､ 当該 レ ッ ス ン の 自主的学習にあてた ｡

教材に含まれる文法 ･ 発音 ･ 文化的背景などの膨大な

情報の 中か ら､ 学生には ､ 自ら の興味にそ っ て 様 々 な

情報の 読み取りを行なわせた ｡

2 時間目 前単元の分岐 ス ト ー リ ー の 聞き取り練習

前単元の ス ト
ー リ ー の バ リ エ ー シ ョ ソ と して 収録さ

れて い る ｢分岐 ス ト
ー リ ー

+ を用 い て ､ 前時間と同じ

形態で 授業を進めた ｡ 学生が ､ 前時間の 自主的学習の

際に ､ 分岐 ス ト ー リ ー

の ス ク リプ トを見て い る可能性

が高い が ､ リ ス ニ ソ グ訓練は ス クリ プトを見る前に行

うとい う原則には拘泥 しな い ことに した ｡ こ の 練習に

加え ､ 関連教材 『Q u i c k E n gli s h 日 常会話 1 』 を用い

て追加の リ ス ニ ソ グ訓練を行な っ た ｡

3 時間目 1 ､ 2 時間目 の 単元を利用 した英作文テ ス

ト

まず ､ プ リ ソ トを配布して解答後に 回収 し､ 後 日 ､

採点 し て返却 し解説を加えた ｡ こ の 英作文問題には ､

教 材中に 現れ る英文そ の ま ま の他に ､ そ れ らを応用 し

た 問題を含めた ｡ 学生には ､ 教材を見ながら解答する

ことを許 した ｡ テ ス ト対策と して ､ 和英辞典の 使用を

奨励 した ｡ 英作文テ ス トの あと の 時間で は ､ 当該単元

の3 度目 の 自習を行なわせた ｡ なお ､ こ の サ イ ク ル の

中で 必ず ､ 返却 した英作文テ ス トの 解説を行な っ た ｡

】受業 で用い た プリ ン トの 例

Q E 2 第 5 課 H a v in g a P a rt y at H o m e

全体把握 :

(1) ト リ シ ヤ は ク レ イ グに対 して , 何 に来るか どう

かたずね て いますか ｡

(2) ク レ イ グは ､ そ の 誘 いを受けま したか ､ 断 りま

した か ｡

(3) ク レイ グから情報を得た ､ ソ ウ ニ ヤ はどうする

ことに決まりま したか ｡

¢) ク レイ グは ソウ ニ ヤ を迎えに行きますか ､ そ れ

とも行きません か｡

細部聴解 :

T ri s h a

C r a主g

T ri s h a

C r a主g

T ri s h a

C r ai g

T ri s h a

S o n y a

V a n n a

S o n y a

C r ai g

S o n y a

C r ai g

S o n y a

( ) , C r a i g . A r e y o u

( ) a ( ) ?

H i
,
T ris h a . (

It
'

s t o o n i c e ( ) (

( ) .

W h a t ( ) (

Ⅰ
'

m ( ) (

) ( ) .

) t o tx:

) d oi n g ?

) t o h a v e

a ( ) . D o y o u ( ) t o

( ) ?

Y e a h ! I s it (

a ( ) ?

N o (

) ri g h t if l b ri n g

) . T h e (

m e r r l e r .

G r e at . Ⅰ
'

11 b rin g s o m e (

di s c s ( ) , o k a y ?

( ) . S e e y o u (

S e e y o u ( ) .

) t h e

) a n d

) .

B y e

H i
,
C r ai g ! W h at a r e y o u ( )

( ) ?

N o t ( ) . Ⅰ ( )

T ris h a
'

s h a v i n g a p a r t y t o n i g h t . D o

y o u ( ) t o g o?

S o u n d s ( ) t o m e . W h a t ti m e ?

Ⅰ
'

11 ( ) ( ) ( )

at a b o u t a ( ) t o

( ) , o k a y ?

O k a y , s e e y o u l at e r .

Q E 2 第 6 課 M ak i n g A i rli n e R e s e r v ati o n s 英作文課

題
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次の 各文を英語に直しなさい ｡

(1) ニ
ュ

ー ヨ ー ク市 のJF K 空港行き の3 13 優 に関 し

て 私が して ある予約に つ い て 電話 して います｡

(2) 日本 の成 田空港行きの2 0 1 優 に関 して 私が し て

ある予約を変更したい の ですが ｡

( 3) そ の予約ならち ょ うど こ こ にあります｡

(4) そ の交通事故はまさに こ こ で起 こ っ た の です｡

(5) 同 じ日 の早便と遅便の両方に空き席があります ｡

(6) 大学図書館に はあなた の専門に関連する本が何

千冊とあ っ て利用 できます ｡

(7) 2 7 日土曜日3 13 便 の予約と確認を致 しま した ｡

(8) こ の会 の メ ン バ
ー

と して あなたを登録致 しま し

た ｡

(9) 私 は今し て ある予約をそ のままに して確認する

ことに します｡

;10) 遅便があるか どうか知る必 要が あるんだ｡

(ll) 25 日 の 早便に変更できるか どうか知る必要があ

るん だ｡

3 . 3 . 工学部 1 年対象の ク ラ ス

1 時間目 リ ス ニ ソ グと英作文の 練習

『Q u i ck E n g lis h 日常会話 2 』 を用い て ､ リ ス ニ ソ

グの練習を学生個々 に行なわせた ｡ プ リ ソ トを用い て ､

まず概要把握問題を､ 次にデ ィ ク テ
-

シ ョ ソ 問題を行

なわせた ｡ 概要把握の 問題を解答させ るにあた っ て は ､

語嚢の ヒ ン トや どの 発話の後に注意を向けるか などを

プリ ン ト上 で指示 した ｡ そ の 後 で ､ 学生個 々 に本文 の

意味確認 と音声 ･ 文法 ･ 語嚢 ･ 文化に関する情報の 読

み込み を行なわせ た ｡ 引き続い て ､ 文法項目に関する

情報を参考に した基本的な英作文の問題を解答させた｡

プ リ ソ トは ､ 授業後に 回収 し て採点 し､ 後 の時間に返

却 し､ 同時に解説も行 っ た ｡ 最後に ､ ビ デ オ の リ ス ニ

ソ グ問題の 準備練習と して ､ 教材付属の 練習問題 ｢ カ

ソ ガ エ ル+ を行わせ ､ 後半の 単語正序問題の 正解す べ

て を書き取らせ て 提出させた ｡

2 時間目 関連教材によるリ ス ニ ソ グ と英作文 の練習

『Q ui c k E n gli s h 日常会話 1 』 を使用 して ､ リ ス ニ

ソ グの練習を ク ラ ス で
一

斉 に行な っ た ｡ 次 に ､ 本文 の

意味確認と音声 ･ 文法 ･ 語桑 ･ 文化に関わる情報の読

み込みと語条項目に関する情報を参考に した基本的な

英作文の 練習を行なわせ た ｡ 授業 の 進め方は ､ 1 時間

目と同様 で ある｡ 時間に余裕が ある場合にの み ､ 教材

付属の テ ス トに取り組ませた ｡

3 時間目 別教材によるリ ス ニ ソ グ と英作文の 練習

別教材 『T O EI C 練習』 を使用 して ､ ク ラ ス で
一 斉

に概要把握の練習を行 っ た ｡ 次 に ､ 本文 の 意味確認と

音声 ･ 文法 ･ 語嚢 ･ 文化 の情報読み込みを行なわせ て ､

文法 ･ 語条項目に関する情報を参考に した応用的英作

文の練習を行なわせた ｡ 授業 の進め方は ､ 2 時間目と

同様である｡ 最後に､ 教材付属の練習問題 ｢理解度チ ェ ッ

ク+ を用 い て 聞き取りテ ス トを行 っ た ｡ こ の 際､ 10 間

1 0 点満点で 日常点と して 考慮 した ｡ 時間に余裕の ある

場合は ､ 教材付属の テ ス トに挑戦させ ､ 満点をと っ た

もの に は申告させた ｡

授業 で用 い た プリ ン トの 例

ビデオ で
a

M a ki n g P h o n e C all s
''

の ｢ 基本 ス ト
ー

リ
ー

再生+ を選択 し､ ビ デ オを何回も再生 して 聞き取る練

習を しながら､ 次 の設問に答えよ｡ なお ､ ビ デ オを再

生 して 聞き取 るときは ､ それぞ れの設問だけに答え る

こ と｡ 従 っ て ､ 次 の ようなや り方になる ｡

設問 1 を読む

- ビ デ オを再生 して 設問 1 に答え る

- 設問 1 にす べ て 答え られるまで ビデオを再生 して聞

き取りをする

- 設問2 を読む
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- ビ デ オを何回も再生 して 設問 2 に答え る

(設問 1 ) ミ ッ シ ェ ル
･ デ ィ ア ド ソ と い う女性が ､ ホ

テ ル で 交換手にい ろ い ろ尋ねます｡ ビ デ オを見て ､ 尋

ねた内容に つ い て ､ 次 の 間に答えなさい ｡

(1) ミ ッ シ ェ ル の 部屋番号 ( r o o m n u m b e r) は 何

番 ですか｡

( 2) 交換手は ミ ッ シ ェ ル に幾 つ 伝言 ( m e s s a g e) が

あ ると言い ま した か ｡

(3) ミ ッ シ ェ ル は ど こ へ 電話した い と交換手に頼み

ま した か ｡

(4) ミ ッ シ ェ ル が電話をした い相手の電話番号を､

国際電話をかける時の 番号で書きなさい ｡

国番号( c o u n t r y c o d e) 一市外局番 ( ci t y c o d e)

一電話番号(t ele p h o n e n u m b e r)

( ) - ( ) -

( )

( 設 問 2 ) [ 省略]

M aki n g P h o n e C all s の 会話テ キ ス ト の文法
･ 辞書 ･

文化 の 説明を読んだり ､ P r a c ti c e ( G r a m m a r , V o c a ♭

u l a r y , C u lt u r e) の 練習をしたり して ､ 次 の 間に答え

なさ い ｡

1 . 間違い電話がかか っ てきたときに ､ 英語で何と言

うか ｡

2 . J o h n に 電話がか か っ て きた が ､ J o h n が 不在 で あ

る ことを言 っ て ､ 言付けを して あげま しょうかと

申 し出る時､ 英語 で 何と言うか ｡

3 . ア メ リ カ国内で (21 2) 9 83 - 2 74 1 に 長距離電話を

かけるとき､ ダイ ア ル する番号は何番か ｡

4 . ア メ リ カ の市内通話の公衆電話料金はい くらか ｡

5 . 米 国から日本の0 3 3 (2 3 6) 84 15 に 電話するとき､

ダイ ア ル する番号は何番か ｡

6 . ア メ リ カ で市内通話を公衆電話です るとき ､ 2 5 セ

ン ト で ど のくらい 長く話せ るか ｡

7 . 電話をか けた番号が現在使われて い な い場合､ ど

んなふうに言われるか ｡

8 . 交換手に電話をとり つ い で もらう時､ 相手方が話

し中の 場合 ､ 交換手は何と言うか ｡

前回の解答 ･ 解説

1 . S o r r y , y o u di al e d a w r o n g n u m b e r .

間違 い 電話

か か っ てきた 時

Ⅰ
'

m s o r r y . に 続け て

Y o u di al e d a w r o n g n u m b e r .

y o u
'

v e g o t t h e w r o n g n u m b e r .

Y o u h a v e th e w r o n g n u m b e r .

Ⅰ
'

m af r ai d t h e r e
'

s n o o n e of t h at n a m e h e r e .

2 . I
'

m s o r r y . J o h n
'

s n o t h e r e .

C a n I t a k e a m e s s a g e ?

言付けを して あげま し ょうか

C a n l t a k e a m e s s a g e ?

M a y l t a k e a m e s s a g e ?

W o u ld y o u li k e t o l e a v e a m e s s a g e ?

C a n I gi v e h i m a m e s s a g e ?

3 . 1-2 1 2-9 83-2 7 41

4 . 2 5 c e n t s

5 . 0 1 1-8 1- 3 3- 2 3 6-84 1 5

W h e n c alli n g a n ot h e r c o u n t r y f r o m t h e U n i t e d

K i n g d o m a n d t h e U n it e d S t at e s , y o u m u s t t ak e

th e f oll o w i n g f o u r st e p s .

1 . I n t e m a ti o n al C o d e U K 0 1 0

U S 0 1 1

2 . C o u n t r y C o d e J ap a n 8 1

3 . A r e a C o d e
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4 . T el e p h o n e N u m b e r

日本から英米に国際電話をか ける時

1 . I n t e r n ati o n al C o d e J ap a n 0 0 1

2 . C o u n t r y C o d e U S 1

U K 4 4

3 . A r e a C o d e ( - Ci t y C o d e)

4 . T e l e p h o n e N u m b e r

6 . A s l o n g as y o u w a n t

7 . Ⅰ
'

m s o r r y . T h e n u m b r y o u h a v e di al e d is

n o t i n s e r v i c e at t his ti m e .

8 . T h e li n e is e n g a g e d .

T h e li n e is o c c u p ie d .

T h e li n e i s b u s y .

H e/ S h e i s s p e a k i n g o n t h e o t h e r li n e .

H e/S h e is o n a n o t h e r li n e .

続け て W ill y o u h old ? と聞かれる｡

3 . 4 . まとめ

こ の ように授業を進めて 行く中で ､ 教員の側 で感 じ

られた点は以下の ようなもの で ある ｡

･ デ ィ ク テ
-

シ ョ ソ に関して ､ 個 々 の 能力に差があり､

解答時間が相当かか る学生が見受けられた｡

･ デ ィ ク テ
ー

シ ョ ソ を ､ -
ッ ドセ ッ トを通 して個人的

に行なう場合と室内ス ピ
ー カ ー

で ク ラ ス 全体 で行な

う場合で結果が大幅に異なる学生が見受けられた ｡

･ デ ィ ク テ -

シ ョ ソ に 関し て は､ 徐々 に ナ チ ュ ラ ル ･

ス ピ
ー ドの音声に慣れ て き て ､ 後半段階で は ､ か な

り力があが っ た と感 じられる場面が少なからず見受

けられた ｡

･

自然な会話の 速度には ､ 学生は比較的早(
J

慣れると

感 じたが ､ 聞き取れて い る の にもかかわらず ( これ

は発音を繰り返すこ とが できた り､ カ タ カナ で書き

取 る ことが で きる ことか ら分か る) ､ 語句の 意味を

知らないた めに 内容を理解出来ない 学生が ､ 特 に理

学部､ 工学部の 学生に目立 っ た ｡

･ 基 本的な英作文に つ い て は ､ 時間的にも内容的にも

適切な難易度で あ っ たが ､ 応用英作文に関して は苦

労す る学生もおり､ ま た同 じ誤 りを繰り返す学生も

見られた ｡

･ 教員側か らの説 明の 中から自らが必要な情報を選択

す ることが で きない学生が見受けられた ｡

･ 教員側か らの ｢ 他動的な+ 説明よりも, 学生自らの

｢ 自発的な+ 学習のほうが ､ 知識 の定着効果が高か っ

た ｡

･

学 習意欲がさほ ど高くなくて も, 教員 の側が具体的

な目標を設定す る こと で ､ 学習進度が あが る学生が

少なからず見受けられた ｡

4 . 授業に関するアンケ
ー

トの分析

4 . 0 . は じめに

C D - R O M 英会話 ソ フ ト 『Q u i c k E n gli s h 日常会話

1 』 ､ 『Q ui c k E n gli s h 日常会話 2 』 を使 っ た授業は ､

新潟大学におい て は新しい 形態の授業なの で ､ 今後 の

授業改善に生かすた めに ､ 学期末に受講生の 意見を聞

く ア ン ケ ー

ト を3 ク ラ ス におい て実施 した ｡ い ずれも

平成 9 年度第 2 期 の 授業 を対象と した ｡ 使用教材は

『Q u i c k E n gli s h 日 常会話 2 』 で ある ｡ ア ン ケ
ー ト は

そ の趣旨を説明し､ 成績と無関係で ある ことを断 っ た

上 で ､ 自分 の意見に責任を持 っ て もらうた めに記名式

に した ｡ ア ン ケ
ー

ト 内容と 3 ク ラ ス の 集計 ( 回答者数

は計7 1 名) は以下の通りで ある｡ なお人文指定ク ラ ス

で は ア ニ メ映画上映の機会が なか っ た ため ､ ア ソ ケ
-

ト番号(9) の 質問を(9)
'

と して 示 した ように ､ パ ソ コ ソ

に関す る内容に差 し替えて 実施 した ｡ 全体を通 して無

回 答が 3 個所あ っ たが ､ ｢ そ の他+ に含め た ｡ 回答者

の計が7 1 名を超え る項目は複数回答可の 項目 で あ る｡

4 . 1 . ア ン ケ ー ト の 内容 と 3 ク ラ ス 全体の 集計

(集計数は各項目 の後に括弧で示す)

以下の ア ソ ケ -

ト結果は ､ 今後 の授業改善の 参考資料

にするた め の もの で あり ､ そ の 目的以外に利用する こ

とはなく､ 皆さん の成績には
一

切関係ありません ｡

学部 ( ) 学生番号 ( )

氏名 ( )

(1) 授業 の レ ベ ル に つ い て ｡

1 . 高度過ぎた ｡ (4)

2 . ち ょ うど良か っ た ｡ (6 6)

3 . 低過ぎた ｡ ( 0)

- 5 2
-



そ の他 ( 1)

(2) 授業 の ス ピ ー ドに つ い て ｡

1 . 速過ぎた｡ ( 5)

2 . ち ょうど良か っ た ｡ ( 65)

3 . 遅過ぎた ｡ (0)

そ の他 ( 1)

(3) リ ス ニ ソ グ の力が つ い た と思い ますか ｡

1 . 大 い に つ い た｡ (2)

2 . か な り つ い た｡ (2 5)

3 . あまり つ か なか っ た ｡ ( 28)

4 . 全然 つ か なか っ た ｡ (0)

そ の他 ( 16)

¢) 英作文課題の難易度に つ い て ｡

1 . 難 し過 ぎた ｡ (1)

2 . ち ょうど良か っ た ｡ ( 67)

3 . 簡単過 ぎた ｡ (2)

そ の他 (1)

(5) 英作文の 力が つ い たと思いますか ｡

1 . 大 い に つ い た ｡ ( 1)

2 . か な り つ い た ｡ (2 1)

3 . あま り つ か なか っ た ｡ ( 40)

4 . 全然 つ か なか っ た ｡ ( 1)

そ の他 (8)

( 6) 教材に つ い て ｡

1 . Q u i c k E n gli s h だけ で充分 ｡ (4 8)

2 . Q u i c k E n gli s h に ､ 他 の リ ス ニ ソ グ教材いく

つ か追加 した方が良い ｡ ( 2 1)

3 . ま っ たく別の リ ス ニ ソ グ教材の方が良か っ た ｡

(o)

そ の他 (2)

(7) 授業方法に つ い て ( 複数回答可) ｡

1 . こ の まま で 良い ｡ ( 36)

2 . 授 業中に ､ も っ と学生の 自学自習の 時間をふ

やす べ きだ ｡ (9)

3 . 教 員主導型で ､ 教員がも っ と い ろ い ろな こと

をや る べ きだ｡ (2)

4 .
ス ピ ー キ ン グの 練習を取 り入れた方が良い ｡

( 17)

5 . も っ と宿題を出す べ きだ｡ (0)

6 . 授業時間以外の ､ 空き時間に ､ こ の 教材の 自

習が で きるように して欲 しい ｡ (2 8)

そ の他 (2)

(8) T O E F L の テ ス ト に つ い て (複数回答可) ｡

1 . 難 し過ぎた ｡ (5 1)

2 . 自分 の リ ス ニ ソ グ ･ レ ベ ル を知る ことが でき

た ｡ (3 1)

3 . 思 っ たよりも､ 良く聞き取れた ｡ ( 2)

4 . 今後も こ の ようなテ ス トに挑戦 した い ｡ ( 9)

そ の他 ( 1)

(9) ア ニ メ 映画 ( 複数回答可) ｡

1 . 何 も聞き取れない ｡ ゆえに映画を授業で使う

の は意味が な い ｡ (0)

2 . 聞き取りは難しか っ た が ､ 雰囲気は楽 しめた ｡

(3 2)

3 . 案外､ 聞き取れた ｡ (4)

4 . 字 幕がな い の が良か っ た ｡ (4)

5 . 字幕が あ っ た方が良か っ た ｡ (7)

そ の他 (6)

il o) 授業 の 回数に つ い て ｡

1 . こ の まま ､ 同 じ教材で週に 2 回 の授業で良い ｡

(6 2)

2 . 同 じ教材で ､ 週 3 回くらい あ っ た方が 良か っ

た ｡ (6)

3 . こ の 授業は週 1 回 と して ､ もう
一

つ ま っ た く

別の 内容の授業をさらに週
一

回受けた方が良か っ

た ｡ (3)

そ の他 ( 0)

(l l) 自分の ､ 今後 の英語の勉強に つ い て (複数解答可) ｡

1 . 特 に リ ス ニ ソ グに 力を入れた い ｡ (4 6)

2 . 特 に ラ イ テ ィ ソ グに力を入れた い ｡ (8)

3 . 特 に リ
ー

デ ィ ソ グに力を入れた い ｡ (3)

4 . 特 に ス ピ
ー キ ソ グに力を入れた い ｡ (2 8)

5 . 全体的に ､ 総合力を つ けた い ｡ ( 28)

6 . 英 語の 勉強の 必要性を感 じな い ｡ ( 1)

そ の他 ( 1)

j1 2) こ の授業を受けて

1 . 英語が ､ よ り嫌い にな っ た ｡ (0)

2 . 今ま で と､ 同 じ｡ (2 8)

3 . 少 し英語が ､ 好きにな っ た ｡ (3 8)

4 . 大 い に英語が ､ 好きにな っ た ｡ ( 5)
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(9)
'

( 複数回答)

1 . 自分 で 自由に使え るP C を持 っ て い る｡ (2)

2 . 自分用P C を買い た い と思 っ て い る ｡ (1 4)

3 . 大学に自由に使え るP C を置い て欲 しい ｡ ( l l)

4 . P C に関心 がある ｡ ( 14)

5 . P C は 不必要だ｡ (2)

そ の 他 ( 1)

4 . 2 . ク ラ ス 別集計

回答学生の学部､ 入学年度の構成

人文学部指定ク ラ ス 2 6 名 : 人文2 6 ( H 9 年度入学生2 5

名 ､ H 8 年度入学生 1 名)

理学部指定ク ラ ス 2 2 名 : 理2 0 名 ( H 9 年度入学生1 9

名､ H 7 年度入学生 1 名) 人文 1 名 ( H 8 年度入学生)

農 1 名 ( H 7 年度入学生)

工学部指定ク ラ ス 2 3 名 : 工2 2 名 ( H 9 年度入学生2 1

名､ H 8 年度入学生 1 名) 人文 1 名 ( H 9 年度入学生)

人文 理 工 合計

( 1) 1 . 2 2 0 4

2 . 2 4 1 9 23 66

3 . 0 0 0 0

そ の他 0 1 0 1

(2) 1 . 3 1 1 5

2 . 2 3 2 0 2 2 6 5

3 . 0 0 0 0

そ の他 0 1 0 1

(3) 1 . 0 1 1 2

2 . 6 7 1 2 2 5

3 . 13 9 6 2 8

4 . 0 0 0 0

そ の 他 7 5 4 16

(4) 1 . 0 1 0 1

2 . 2 5 2 1 2 1 67

3 . 1 0 1 2

そ の他 0 0 1 1

(5) 1 . 0 1 0 1

2 . 6 7 8 21

3 . 1 6 1 2 1 2 40

4 . 0 0 1 1

そ の 他 4 2 2 8

( 6) 1 . 1 5 1 8 1 5 4 8

2 . 1 0 4 7 2 1

3 . 0 0 0 0

そ の 他 1 0 1 2

(7) 1 . 1 0 1 3 1 3 3 6

2 . 2 2 5 9

3 . 0 2 0 2

4 . l l 3 3 1 7

5 . 0 0 0 0

6 . 9 9 1 0 2 8

そ の他 2 0 0 2

(8) 1 . 2 0- 16 15 51

2 . 9 l l l l 3 1

3 . 0 0 2 2

4 . 3 4 2 9

そ の他 1 0 0 1

(9) 1 . * 0 0 0

2 . * 1 8 1 4 3 2

3 . * 1 3 4

4 . * 4 0 4

5 . * 2 5 7

そ の 他 * 2 4 6

;1 0) 1 . 2 3 1 9 20 6 2

2 . 3 2. 1 6

3 . 0 1 2 3

そ の 他 0 0 0 0

;l l) 1 . 20 1 4 1 2 4 6

2 . 4 2 2 8

3 . 2 1 0 3

4 . 1 6 5 7 28

5 . 1 0 8 1 0 2 8

6 .
1 0 ･0 1

そ の他 0 0 1 1

色2) 1 . 0 0 0 0

2 . 1 2 9 7 28

3 . 1 3 1 3 1 2 3 8

4 . 1 0 4 5

参考

(9)
'

1 . 2 * * 2
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2 . 1 4 * *

!

1 4 i

3 . ll * * l l

4 . 14 * * 1 4

5 . 2 * * 2

そ の他 1 * * 1

4 . 3 . 項 目別回答分析

(1) 授業 の レ ベ ル に つ い て ｡

受講者の9 3 % が ｢ ち ょうど良か っ た+ と答え て い る｡

『Q u ic k E n glis h』 が学部を問わず, 大学
一

年生 の レ

ベ ル に合致 した教材で ある こ とがわか る｡

(2) 授業 の ス ピ ー ドに つ い て ｡

9 2 % が ｢ ち ょうど良か っ た+ と答え て い る｡ 全部 で

10 課ある教材の 1 課を 3 回 で進む方法が妥当で あ っ た

ことが示されて い る ｡

(3) リ ス ニ ソ グの 力が つ い たと思いますか ｡

こ項目は学生の主観的な自己評価を問う項目で ある｡

こ の 自己評価と 3 ク ラ ス 同
一 内容 で 実施 した T O E F L

の リ ス ニ ソ グ練習テ ス ト の結果を比較すると興味深い ｡

語研 の T O E F L Li s t e n i n g C o m p r e h e n si o n の T E S T

( 1) を 利用 した ｡ こ の テ ス トは実際の T O E F L の リ ス ニ

ソ グ ･

テ ス ト と 同 じく30 分､ 5 0 間 の マ
ー ク ･ シ

ー

ト方

式からなり､ レ ベ ル も
■
実際の テ ス トと同 レ ベ ル で ある ｡

こ の テ ス ト は後期授業開始直後 (1 0月半ば) と学期末

( 1 月末) の 2 回 ､ ま っ たく同 じ内容で実施 したもの

で ､ リ ス ニ ソ グ能力の伸びを
一

定 の 正確さで測定 でき

た もの と考える ｡ 人数および平均点は 2 回とも受験 し

た学生に つ い て の も の で ある｡

表 2 ( T O E F L 第1 回と第 2 回 の比較) 50 点満点

第 1 回

( 10 月)

第 2 回

( 1 月)

伸び

人文ク ラ ス ( 25 名) 2 0 . 7 6 2 3 .1 2 ＋2 . 3 6

理 ク ラ ス (2 2 名) 17 . 1 6 2 0 . 7 6 ＋3 . 5 9

工 ク ラ ス ( 18 名) 16 . 6 6 1 7 . 6 1 ＋0 . 9 5

日 本の 大学 1 年生に期待される目標水準は 4 割+ つ ま

り2 0 点と考えられる｡ 表 2 と ア ン ケ ー ト全体集計の項

目(3) および表 1 の 項目(3)とを比較してみる｡ 全体とし

て は ､ リ ス ニ ソ グカが ｢ かなり つ い た+ と ｢ あまり つ

か なか っ た+ が半 々 で ある｡ ｢ そ
･

の 他+ が 16 と かなり

多い ｡ そ の 内容は ､ ｢ か な りとま で は行か な い が ､ 少

しは つ い た+ と い う の がほとん どである ｡ ｢ 少しは つ

い た+ と いう回答例をア ン ケ
- トに 入れる べ き で あ っ

た かも しれない ｡ こ の ｢ そ の他+ を加えると､ 全体と

して は ､ リ ス ニ ソ グカが ア ッ プ したと感じて い る学生

が ｢ 慶'まり つ か なか っ た+ を上回 る｡ 授業の 第
一

の 目

標は リ ス ニ ソ グ能力の 養成で ある の で ､ ア ン ケ
ー トか

らは ､ 比較的望ま しい 結果が 出て い る｡ しか し､ ｢ あ

まり つ か なか っ た+ が人文ク ラ ス にお い て 目立 つ の は

興味深い ｡ こ れは ､ 最初か ら人文 の学生には比較的英

語が得意な者が多く ､ 自分の英語力の伸びに対する期

待度が かなり高い ことをうかがわせ る｡ こ れと対照的

なのが 工学部ク ラ ス で ある｡ こ の ク ラ ス にお い て は ､

｢ か なり つ い た+ と い う主観的自己評価が3 ク ラ ス 中

で
一

番多い ｡ しか し T O E F L の テ ス ト で は依然と し て

苦戦 して い る｡ 工学部生は ､ (12) の 項目 で も ｢ 英語が好

きにな っ た+ が ｢ 少 し+ と ｢ 大い に+ を合わせ て 3 ク

ラ ス 中で
一

番多 い ｡ 工学部生は 『Q ui c k E n g li s h』 で

学ぶ ことに よ っ て ､ 良 い ス タ
ー

ト ･ ラ イ ソ に 立 っ た と

言えるが ､ もともと英語が苦手な学生が多く ､ リ ス ニ

ソ グと い えども､ 英語 の総合力七 大い に相関があるた

め ､
一

足飛び に力を つ ける の は困難なの で あろう｡ 理

ク ラ ス は 一

番伸びが大きい ｡ 理学部生の 英語の潜在的

能力を示すもの かも知れない ｡ ただし こ の ク ラ ス で は ､

1 2 月半ばに同形式 ･ 異内容の T O E F L T E S T 2 を
一

回

( T E S T l と同じく30 分) 余分に練習と して実施 して

い る｡ それが多少プ ラ ス の要因にな っ た かもしれない ｡

(4) と(5) 英作文に関 して ｡

授業の 第2 の 目標は和文英訳で ある｡ 教師が作成す

る英作文課題の難易度は ｢ ち ょうど良か っ た+ が94 %

を 占め て い る｡ しか し､ 英作文の 力が つ い たか どうか

に つ い て は､ ｢ 凌'ま り つ か なか っ た+ (5 6 % ) が ｢ か な

り つ い た+ (3 0 % ) を大きく上 回 っ て い る｡ こ れは今

後の課題で ある｡ 作文問題の 答えを モ ニ タ
ー 画面か ら
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見 つ け て ､ ただ写 して い るだけで は力は つ かない ｡ 教

材 の 中 の基本形を部分的に応用 した問題を数多くこ な

さない と力は着かない だろう｡ そ の ため には ､ 英作文

の宿題を多く出す必要があるの か もしれな い ｡ 項 目(7)

で 宿題を望む学生は ゼ ロ とい う数字が出て い るが ｡

(6) 教材に つ い て ｡

『Q ui c k E n g li s h』 だけで 良い とす る回答が6 8 % を

占めた ｡ 他 の リ ス ニ ソ グ教材の 追加を望む声も相当数

あるが ､ 『Q ui c k E n gli s h』 の情報量 は非常に多い の

で ､ 他教材を併用す ると して も､ ごく補助的なもの に

ならざるを得ない ｡

(7) 授業方法に つ い て ｡

｢ こ の ままで 良い+ とするもの が
一

番多い ｡ 次い で

注目す べ きは､ 放課後など授業時間外に マ ル チ ･ メ デ ィ

ア教室を利用 して ､ こ の教材の 自習をした い と い う学

生が か な り多い ｡ 『Q u i c k E n g li s h』 は リ ス ニ ソ グ訓

練の効果上 ､ 未習 の課を予習することを禁じて いるが ､

既習 の レ ッ ス ソ の復習のた めに自習するの は ､ 大 い に

望ま しい こと で ある ｡ 本学に語学や音響機器の知識を

持 っ た専従 の助手がい ない の はまことに残念なことで

ある｡ L L 教室や ､ マ ル チ ･ メ デ ィ ア教室の す ぐ脇に

部屋を作り､ そ の ような助手がそ こ に常験するのがも っ

とも望ま しい ｡ そうなれば ､ 『Q u i c k E n gl sih』 の 授

業外自習もや りやすくな る｡

リ ス ニ ソ グだけで はなく､ ス ピ
ー キ ン グの 訓練も望

む声もある ｡ 興味深い ことに ､ 人文学部生の 中に こ の

希望が多い ｡ しか し こ の 授業はリ ス ニ ソ グ訓練と英作

文訓練が主体 で あり､ ス ピ ー キ ン グの指導は別の ク ラ

ス で や る しかない と考え る｡ ただ し､ ごく補助的に 日

常生活に つ い て授業の 最初に ､ 英語で ｢ 話す+ ことな

ら可能で あ る｡ 千葉大学の研究成果で リ ス ニ ソ グ能力

の 向上 が ス ピ
ー キ ン グ能力に転移する こ とが示されて

い るが ､ 学生か らの こ の要望にどのように応えるかは

今後の課題 で ある｡

(8) T O E F L の テ ス トに つ い て ｡

｢ 難しい+ と感じた者が ほとんとで あ っ た ｡ こ れは

当然だが ､ も っ と チ ャ レ ン ジ精神を持 っ て 欲 しい も の

で ある ｡ こ の テ ス ト はリ ス ニ ソ グの 目標水準を学生に

知らせ る目的も持 っ て い る の で ､ ｢ 今後も こ の よう な

テ ス トに挑戦した い+ が 9 名な の は少し寂しい ｡ ただ

3 1 名 が自分の リ ス ニ ソ グ ･ レ ベ ル を自覚 した ようで あ

るか ら､ 今後の勉強が楽 しみ で ある ｡

( 9) ア ニ メ 映画 に つ い て ｡ ( 理 ､ 工 ク ラ ス の み回 答)

デ ィ ズ ニ
ー

の 名作 『ア ラ ジ ソ』 を
一

回放映 した ｡ 字

幕はなか っ た が ､ おおむね好評だ っ たと言える ｡ ア ニ

メ や映画を授業で使う べ き でない と いう声はゼ ロ で あ っ

た ｡ リ ス ニ ソ グの 面白さを味わい ､ 勉強の 目標を持 つ

ため には ､ 名画をたまに鑑賞するの も良い と考える｡

色o) 授業の 回数に つ い て ｡

8 7 % が 現状 のまま週 2 回 が良い と して い る｡ こ れ は

妥当な回答で あろう｡

尽1) 今後 の 英語の勉強に つ い て ｡

『Q u i c k E n g lis h』 を用い た こ の授業が リ ス ニ ソ グ

を第1 目標に した授業で あり､ ア ニ メ や T O E F L の テ

ス トなどで ､ 自分の リ ス ニ ソ グ力不足を痛感したため

か ､ ｢ リ ス ニ ソ グ に力を入れた い+ と い う回 答が
一

番

多い ｡ 次い で ｢ ス ピ
ー キ ソ グ+ と ｢ 総合力+ で ある ｡

注 目す べきは ､ ｢ リ ー デ ィ ソ グに 力を入 れた い+ は複

数回答にもかかわらず､ た っ た 3 名 で あ る｡ 自信があ

る のか ､ ま た は高校ま で い や とい うほどやらされたか

らか ､ と にかくリ
ー

デ ィ ソ グの 人気の なさは際立 っ て

い る｡ 本来､ 英語の文献を速く正確に読め る能力は非

常に重要な能力で あり､ 英語 の総合力の 大きな柱とも

言え る の で あるか ら､ リ
ー

デ ィ ソ グ の効果的な指導法

に関して は ､ 英語教育界全体の課題で あろう｡

｢ 英語 の勉強の 必要を感 じない+ と した者は 1 名 で

ある｡ 学生は なん らか の 意味で 今後も英語学習の 必要

性を感 じて い ると言え る｡

尽2) こ の授業を受けて ｡

｢ 少 しは英語が好きにな っ た+ と ｢ 大 い に英語が好

きにな っ た+ を合わせ ると ､ 61 % になり ､ ｢ 今ま で と

同 じ+ (3 9 % ) を大きく上回 る ( ただ し ｢ 今ま で と同

じ+ に は ､ ひ ょ っ と したら ｢英語が好きな状態が変わ
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らない+ と いう者もい るかも しれな い の で ､ こ の 設問

は暖昧性を含む) ｡ ｢ 英語がより嫌い にな っ た+ は ゼ ロ

で あ っ た ｡ 記名式の ア ン ケ
ー ト で あ っ た こと の影響も

多少考え られ るが ､ 全体と し て好意的な反応で あ っ た

と言える ｡

(9)
'

パ ソ コ ン に関する質問 (人文ク ラ ス の み回答)

人文の 学生で あ っ ても ､ パ ソ コ ン に関心を持 つ 学生

が 多い ことが わか る｡ さらに ｢ 大学に 自由に使 え る

P C を置 い て欲 しい+ と回 答 した 者が2 5 % い る ｡ 理 ､

工 ク ラ ス な らも っ と こ の数はふえた で あろう｡ 学生が

自由に使え るP C の 設置や マ ル チ ･ メ デ ィ ア教室の 放

課後使用の 拡大を検討する必 要が ある｡

4 . 4 . ｢ そ の他+ と ｢ 自由意見+ か ら

一

番多か っ た の は ｢ パ ソ コ ン を使 っ た授業が新鮮だ っ

た ｡ も っ と こ の ような授業を増や して ほ しい+ と い う

意見だ っ た ｡ そ の次に ｢ こ の授業は楽 しか っ た+ であ っ

た ｡ 次 い で ｢ C D - R O M の 貸 し出 しを希望す る+ や

｢ マ ル チ ･ メ デ ィ ア教室の 放課後自由開放を望む+ だ っ

た ｡ そ の 他 ､ 興味深い 意見を ピ ッ ク ･ ア ッ プす る と

｢ 自分の リ ス ニ ソ グカの なさ を痛感 した+ ､ ｢ も っ と

ゆ っ くりした ス ピ ー ドの英語から入 っ て行きたか っ た+

｢ ス ピ ー

キ ン グをま っ た くや らな い の が残念だ っ た+ ､

｢ 一

人
一

人 モ ニ タ ー に 向か っ てす る授業はな にか寂 し

い+ ､ ｢ コ ソ ビ ュ
-

タ
-

で 学ぶ 会話が ､ 果た して 人 と

人と の コ ミ ュ ニ ケ
-

シ ョ ソ に役立 つ か どうか疑わ しい+

などが あ っ た ｡ 最後 二 つ の意見は い ずれも人文学部生

からの もの で あ っ た ｡ 考慮に値す る意見 である｡

(f) 宿題がない ｡

(g) 辞書を引か なくて 良い (教材の 中に ｢ 辞書+ とい

う欄が ある) ｡

こ れ ら の 点 で ､ 高校まで の学習とは ､ か な り異な っ

た新 しい体験だ っ た こ とは明らか で ある｡ ( c)に関 して

言えば､ 授業は学生の 自学自習が中心となり､ 従来 の

教師中心 的授業方法とは大きく異な る｡ しか しこ の授

業の 担当教員は ､ 課題 の準備と結果の採点等を毎回や

る こ とになり､ 実 は非常に多忙 で ある｡ 授業中もリ ス

ニ ソ グ ･ テ ス ト の実施､ 英作文課題の返却 ･ 解説 ､ 質

問受け付けな ど いく つ か の仕事が ある｡ しか し重要な

の は ､ こ の授業は ､ あ くま で学習者中心で あり教員の

解説などを最小限にとどめた 方が良い と い う こと で あ

る ｡

5 . まとめ

平成 9 年度に 4 名 の チ
ー ム を組ん で ､ コ ソ ピ ュ

ー

タ

利用に よる英語授業に取り組ん で い く つ か の 結果を得

た ｡
一

つ は ､ 第4 節 の ア ン ケ ー ト分析に見られるよう

な学生か らの 反応を得た こ と で ある｡ こ の反応や教員

側の 反省から､ 授業 の 基本的方法は現在のままで 良い

と思われるが ､ 利用価値の ある教材だ けに ､ さらに い

ろ い ろ工 夫す る余地があ る こ とがわか っ た ｡ 例 えば次

の ような点で ある｡

4 . 5 . むすび

『Q u i c k E n g li s h』 の 授業は新 しい試み である｡ ア

ソ ケ ー ト結果をみれば､ 学生は次の ような点に新しさ

を感 じた ことがわかる ｡

( a) コ ン ピ ュ ー タ ー を使う｡

(b) 教材 の 会話が実用的で ある

( c) 教材の 英語の ス ピ
ー ドが完全に ナチ ュ ラ ル ･ ス ピ

ー

ドで ある ｡

(d) 教師主導で はなく ､ 自分 の ペ ー

ス で 学 べ る｡

( e) 自宅 で の 予習 ･ 復習が不要｡
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(1) 英作文に関 して ｡

○英作文力養成の ため に ､ 教材 の基本形から出発

して ､ 徐々 に応用の幅を大きく して行くような

課題問題を作成する｡

○場合によ っ て は ､ 英作文課題を宿題と して課す｡

そ うすれば辞書も使う し, 自分で考え るように

なる ｡

○完全な自由英作文を課す時が あ っ て も良い ｡

(2) 第3 節 で触れた こと で あるが ､ 語嚢力の 不足の

ため に聞き取れて い なが ら内容理解に困る学生が

見受けられたが ､ 語嚢力を つ け る訓練も組み込ん

で い く工 夫も必要がある｡

(3) 補助的な工 夫( もちろん ､ す べ て 行う必要は な

い)



○時には ､ コ ン ピ ュ ー タ ー

で の 勉強から離れて ､

学生同志､ または教員と学生の 間で ､ 英語を話

すため の課題を出す ｡

O T O E F L あ る い は T O E I C な ど の練習 ･

テ ス ト

の 回数をもう少 し増や し て訓練す る｡

○リ ス ニ ソ グ能力をさらに養成するため に ､ 授業

の最初に ､ 毎回英語の歌を聞か せ ､ 空欄補充の

リ ス ニ ソ グ訓練をする ことも可能で ある｡

○ア ニ メ や名作映画の鑑賞

(4) 既習 レ ッ ス ン に限り ､ 放課後に マ ル チ ･ メ デ ィ

ア教室で復習で きるよう検討する｡

(5) 学期末には ､ T O E F L に 限らずなん らか の方法

で ､ リ ス ニ ソ グカ､ さらに できれば英作文力の 伸

びを測定するようにする｡

授業形態に つ い て は､ 当初目的と して い た授業中に

学生自身が作業する時間を十分と ると い う形をとれた

と考えて い る｡ そ の かわりに授業外で教員が行う作業

は飛躍的に増加 した ｡ しか しながら､ こ の 教官側の 作

業はまだ続ける必要がある｡ 第3 節のまとめ で も触れ

た ことで あるが ､ 学生 の自発的な学習の 方が知識の 定

着効果が高い と考えられるの で ､ で きるだけ学生に興

味をも っ て 作業させ るように教材そ の もの の研究と課

題 の与え方の 研究をして い かなければならない ｡

T O E F L を使 っ て客観的に教育効果を計ろうと試み

たわけで あるが ､ 色 々 な方法と効果との 関連性に つ い

て も今後蓄積が必 要である｡

千葉大学を視察して得た もの も､ 異なる教材の 中で

どの様に生か して い くか も今後さらに検討 して い く こ

とになる ｡ また ､ コ ソ ピ ュ
ー タ 利用による英語教育に

限らず ､ 新潟大学の 英語教育に つ い て ､ 新潟大学の 英

語教育の 専門家の助言も仰ぎたい と視察して感じた ｡

最後に ､ チ ー ム を組ん で 同
一

教材に取り組んだため ､

一

人 で担当する授業より多くの アイ デ ィ ア が出てきた ｡

同時に ､ い い 意味で の 競争が励み にな り､ ど こ か の 授

業でうまく効果があが らない 局面が 出てきて も力を合

わせ て乗り切るとい う連帯感が生まれた ｡ こ の 意味で

は コ ン ピ ュ ー タ利用に よる英語教育はうまく第 1 歩を

踏み 出せた の で はな いか と思う｡ 平成10 年度も同じチ
ー

ム で コ ン ピ ュ
ー タ利用 の英語授業に取り組むことにな っ

て おり ､ 資料の蓄積を続けたい と考えて い る｡
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